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【
問
】
昨
年
12
月
３
日
に
大
阪
モ
デ
ル
で
医
療
の
非
常
事
態

を
示
す
「
赤
信
号
」
が
点
灯
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
診
察
・
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
は
ど
こ
か
聞
き

た
い
。
ま
た
、
感
染
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
病
床
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
、
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
府
は
岸
和
田
保
健
所
管
轄
地
域
に
お
け
る
診
療
・
検

査
医
療
機
関
61
施
設
の
う
ち
、
公
表
に
同
意
し
た
５
施
設　

（
１
月
18
日
現
在
）
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
る
。
ま
た
、
重
症
患
者
を
治
療
す
る
大
阪
コ
ロ
ナ

重
症
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
当
面
は
30
床
で
運
用
し
、

春
ま
で
に
さ
ら
に
30
床
を
増
や
す
予
定
で
あ
る
。

深
刻
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

市政に関する 一 般 質 問
( 誠和クラブ )
鳥居　宏次

　

新
庁
舎
建
設
を
機
に
文
書
管
理
を
改
革
し
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
と
合
理
的
な
業
務
改
善
を
進
め
る
た
め
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
政
文
書
管
理
改
善
機
構
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
（
Ａ
Ｋ
Ｆ
）
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討
す
る

よ
う
求
め
て
き
た
。
今
回
、
文
書
管
理
改
革
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
中
に
文
書
の
削
減
方
針
を
決
め
、

来
年
度
か
ら
削
減
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
書

管
理
の
手
法
を
改
善
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
の
だ
が
、
市
は

一
時
的
な
文
書
整
理
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
。
Ａ
Ｋ

Ｆ
は
職
員
が
行
う
も
の
で
経
費
も
抑
え
ら
れ
、
電
子

デ
ー
タ
化
に
も
対
応
で
き
る
。
最
近
で
は
枚
方
市
が

導
入
し
て
お
り
、
本
市
で
も
取
り
組
む
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

文
書
管
理
の
改
革
は
最
大
の
業
務
改
善
！

( 次世代政策会議 )
雪本　清浩

①
住
民
票
な
ど
の
発
行
に
は
申
請
書
の
記
入
が
必
要
だ
が
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
多
く
は
負
担
に
感
じ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
密
を
避
け
る
た
め
に
も
窓
口
業
務
の
効
率
化
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
埼
玉
県
深
谷
市
が
採
用
し
て
い
る
、
職
員

が
聞
き
取
っ
た
住
民
情
報
を
記
載
し
た
申
請
書
を
印
刷
す
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

②
消
防
署
東
葛
城
出
張
所
に
は
、
救
急
隊
及
び
救
急
車
が
配

置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
が
市
内
平
均
７
・

６
分
に
対
し
、
14
・
４
分
と
約
２
倍
で
あ
る
。
今
後
、

出
場
件
数
が
増
え
た
場
合
、
救
命
に
重
大
な
支
障
を

来
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
10
分
以
内

に
到
着
で
き
る
運
用
体
制
と
し
、
将
来
的
に
は
山
手

地
域
へ
の
救
急
隊
及
び
救
急
車
の
配
置
を
要
望
す
る
。

窓
口
業
務
の
効
率
化･

救
急
隊
及
び
救
急
車
の
配
置

( 公明党 )
友永　修

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
展
し
て
お
り
、
特

に
本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
で
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、
行
政
運
営
に
対
す

る
影
響
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
時
代
背

景
を
踏
ま
え
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
他
市
町
村
と
の
広
域
連
携
が
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
高
石
市
以
南
７
市
２
町
で
構
成
す

る
（
仮
称
）
泉
州
地
域
都
市
制
度
勉
強
会
が
令
和
３

年
１
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
広
域
連
携

に
つ
い
て
活
発
に
議
論
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

市
政
運
営
を
実
現
し
、
市
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

広
域
連
携
で
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

( 大阪維新の会 )
倉田　賢一郎

【
問
】
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
小
・
中
学
生

全
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
が
今
年
度
末
ま
で
に
前
倒

し
さ
れ
、
教
育
の
あ
り
方
が
コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
変
化
し
て

い
る
。
教
員
に
と
っ
て
新
し
い
取
り
組
み
に
な
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
は
十
分
確
保
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
準
備
、
児
童
・
生
徒
へ
の
使
用
上
の
注

意
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

【
答
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
令
和
３
年
度
当
初
か
ら
の
配
備
を

目
指
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、

文
部
科
学
省
の
標
準
仕
様
書
に
基
づ
き
調
達
し
て
お

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
市
独
自
基
準
と
し
て
、
頑
丈
で

起
動
が
速
い
も
の
と
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り

や
す
い
ル
ー
ル
を
示
し
な
が
ら
、
指
導
し
て
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

( 誠和クラブ )
殿本　マリ子

【
問
】
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
待
機
児
童
数
は
、
夏
休
み
中
の

臨
時
ホ
ー
ム
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
少
し
は
減
少
し
て
い
る

が
、
い
ま
だ
解
消
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
低
学
年
で
も
待
機

と
な
る
小
学
校
も
あ
る
一
方
、
児
童
の
少
な
い
学
校
で
は
高

学
年
で
も
利
用
で
き
る
な
ど
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
待
機
児
童
の
解
消
に
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を

活
用
し
た
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
増
設
が
理
想
で
あ
る
。
特
別

教
室
な
ど
で
の
一
時
的
な
開
設
も
検
討
し
て
い
る
が
、

授
業
な
ど
で
使
え
な
い
時
間
が
あ
る
た
め
、
常
設
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
児
童
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所

づ
く
り
の
た
め
、
今
後
も
教
育
委
員
会
へ
の
働
き
掛

け
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

( きしわだ未来 )
反甫　旭

そ
の
他
の
質
問 

○
地
区
市
民
協
議
会
へ
の
支
援

　
　
　
　
　
　

 

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
産
業
・
就
労
支
援　

ほ
か

　

市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
方
針
【
令
和
２
年
10
月
改

訂
】
が
示
さ
れ
た
が
、
議
会
で
否
定
さ
れ
た
前
回
と
変
わ
っ

た
内
容
は
、
全
て
を
民
間
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
と
し
て
い

た
点
を
、
市
立
認
定
こ
ど
も
園
を
６
カ
所
に
設
置
す
る
と
し

た
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
次
の
４
点
を
求
め
た
。
①
公
立
施
設
は
最
低
で

も
中
学
校
区
に
１
カ
所
設
置
す
る
こ
と
②
１
施
設
の
定
員
は
、

１
２
０
人
を
上
限
と
す
る
こ
と
③
全
て
の
幼
稚
園
を
な
く
す

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設
は
徒
歩
ま
た

は
自
転
車
で
送
迎
で
き
る
距
離
に
必
要
で
あ
る
。
市

立
幼
稚
園
・
保
育
所
34
カ
所
を
14
～
19
カ
所
に
集
約

す
る
計
画
は
見
直
す
こ
と
④
公
立
施
設
へ
の
入
所
希

望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
増
設
を
行
う
こ
と

市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
方
針
に
つ
い
て

( 日本共産党 )
今口　千代子

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
の
障
害
児
保
育
・
教
育

　

近
年
、
介
護
疲
れ
な
ど
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
負
担

を
抱
え
込
ん
で
い
る
ケ
ア
ラ
ー
（
ケ
ア
が
必
要
な
家
族
な
ど

を
無
償
で
介
護
す
る
人
）
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
作
成
す
る
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
、

ケ
ア
ラ
ー
本
人
の
健
康
管
理
機
能
を
持
つ
ケ
ア
ラ
ー
手
帳
や

ケ
ア
ラ
ー
同
士
の
思
い
を
共
有
で
き
る
場
と
し
て
ケ
ア
ラ
ー

カ
フ
ェ
の
導
入
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
18
歳
未
満
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も
存
在
し
、

心
身
の
発
達
や
将
来
の
進
路
に
影
響
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
学
校
で
は
教
職
員
が
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

理
解
し
、
状
況
把
握
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

( 公明党 )
南　加代子

そ
の
他
の
質
問 

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

市
の
計
画
で
は
、
公
立
幼

稚
園
と
保
育
所
の
定
員
を
大

幅
に
減
ら
し
、
公
立
と
民
間

の
比
率
は
40
対
60
か
ら
16
対

84
に
な
る
。
市
長
は
一
昨
年

12
月
に
「
公
立
と
民
間
と
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ

と
に
異
論
は
な
い
」
と
発
言

し
、
保
護
者
は
大
き

く
期
待
し
て
い
る
。

私
の
提
案
で
は
、
２

～
３
年
で
待
機
児
童

が
解
消
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に
つ
い
て

( 次世代政策会議 )
井舎　英生

そ
の
他
の
質
問 

○
市
内
全
域
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
市
役
所
開
設
」
を
実
現
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
地
区
公
民
館
等
を
地
区
セ
ン
タ
ー
に
改
編
・
複
合
化
す
る
」

そ
の
他
の
質
問 

○
厳
し
い
財
政
状
況
や
新
し
い
行
政
需
要
に
対
応

　
　
　
　
　
　
　

 

す
る
行
財
政
改
革

そ
の
他
の
質
問 

○
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
地
の
整
備

そ
の
他
の
質
問 

○
男
女
共
同
参
画
推
進


